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令
和
２
年
度

一
般
会
計
決
算　一般会計の決算については審議の中で、元職員による非違行為 *

により決算に正当性はない、議会として認定することはむずかし
い、との意見もあり、不認定とすべきものと決定した。
　歳入の質疑の中では、現金処理に対する資料が求められるなど
管理チェック体制に対しても関心が向けられた。今後、再発防止
と町民への信頼回復に向け、より一層努力することを求める。
　下水道事業会計においては、適正な資産管理、他会計からの繰
り入れと受益者負担のバランスについて等の問題提起がなされた。
安定的な事業継続に向けて、更なる検証に取り組まれたい。
　以上、審査の過程において指摘のあった事項及び意見を真摯に
受け止め、次年度の予算編成及びその執行に反映されたい。

* 非違行為【ひいこうい】　…　公務員が、非法行為（法律に根拠
のない行為）や違法行為（法律に違反する行為）を行ったときに
使われる言葉。

不認定の理由と議会からの意見

まちの貯金（基金）

昨年と比べて…

増加

町民１人あたり
約 21 万円

まちの借金（地方債）

町民１人あたり
約 135 万円

昨年と比べて…

減少

不
認
定
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令和２年度決算審査特別委員会

町ＨＰ決算概要 QR

詳しい決算状況については、冊子「グラフと写真でみる、まちの決算と財政状況」をご覧ください。
この冊子は、下記施設に配置しているほか、町ＨＰにも掲載されています。

・役場新庁舎１階ロビー　　　　　・カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　　・図書館
・総合福祉センター「しゃるる」　    ・農村環境改善センター　　　　     ・南部公民館

令和２年度決算ココがきになる！

町税
11.7％

国庫支出金
26.1％

その他交付金
1.3％地方消費税交付金

2.6％

道支出金
7.6％

諸収入
2.4％

その他
7.0％

繰入金
1.3％

地方交付税
30.7％

自主財源

依存財源 77.6％

町債
9.3％

土木費
14.5％

民生費
17.7％

総務費
34.3％

衛生費
4.0％

公債費
11.5％

農林水産費
5.2％

教育費
7.4％

消防費
3.0％

歳　出
22.4％

歳入総額
110 億 1,499 万円

その他
2.4％

●初期救急医療の確保に努めるとともに、
二次救急病院への支援をします。

6,221 万円                                         

●除雪対策費委託料　　   　 1,363 万円                                        
★詳細は次ページへ

歳出総額
106 億 2,064 万円

一般会計決算内訳

歳　入

※決算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）
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★決算審査特別委員会の中で、議員が「きになる！」と質問をしたものについて抜粋して紹介します。
　すべての質疑については、議会ＨＰで録画配信を行っておりますので、そちらをご覧ください。

令和２年度決算審査
録画配信 QR

置
田
議
員　

救
急
医
療
相
談

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
」
の
昨
年
の

相
談
件
数
は
64
件
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

福
祉
課
長　

相
談
件
数
64
件

の
内
、
１
１
９
番
に
転
送
さ

れ
た
の
が
３
件
あ
っ
た
。
内

容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
関
係
の
相
談
が

多
か
っ
た
。
平
成
27
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
が
、
近
年
件

数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

栗
山
日
赤
に
も
発
熱
外
来
が

設
け
ら
れ
た
の
で
、
直
接
病

院
に
相
談
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
う
。

佐
藤
則
男
議
員　

町
長
公
約

で
「
官
民
連
携
し
た
除
排
雪

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
あ
っ

た
が
進
捗
は
。

建
設
課
長　

現
在
、
具
体
的

な
も
の
は
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

個
人
宅
の
除
雪
を
業
者
に

依
頼
し
て
い
る
方
も
お
り
、

そ
の
業
者
と
連
携
で
き
た
ら

よ
い
が
、
町
道
の
除
雪
も
限

ら
れ
た
時
間
で
行
っ
て
い
る

た
め
、
調
整
が
難
し
い
。

　

今
後
、
他
市
町
の
状
況
を

調
査
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。

令和２年度決算ココがきになる！

総

括

議
員　

借
入
金
額
の
増
加
、

委
託
料
の
恒
常
的
な
増
加
な

ど
、
行
政
コ
ス
ト
が
増
加
し

て
い
る
が
、
財
政
硬
直
化
の

解
決
と
今
後
の
見
通
し
は
。

財
政
硬
直
化
解
決
と

今
後
の
見
通
し       

選択と集中を徹底し、
最小の経費で最大の効果を発揮する

佐々木　学　町長 

ささき　　　まなぶ 

町
長　

厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
行
財
政
改
革
の
継

続
は
も
と
よ
り
、
選
択
と
集

中
を
徹
底
し
、
政
策
評
価
を

踏
ま
え
た
予
算
執
行
、
財
政

運
営
に
努
め
る
。

議
員　

第
７
次
総
合
計
画
に

向
け
、
選
択
と
集
中
の
方
向

は
。

町
長　

ま
ず
、
現
状
の
計
画

事
業
は
改
善
や
見
直
し
を
行

う
。
新
規
事
業
と
し
て
日
赤

の
改
築
・
ご
み
焼
却
施
設
・

マ
ロ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど
議
会
で

の
議
論
や
町
民
意
見
も
聴
き

な
が
ら
取
捨
選
択
す
る
。

議
員　

指
定
管
理
委
託
料
は

恒
常
的
に
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
続
く
と
思
う
。
指
定

管
理
施
設
に
修
繕
が
発
生
し

た
と
き
の
対
処
方
針
は
。

町
長　

指
定
管
理
者
と
協
議

し
て
実
施
し
て
い
る
。
計
画

に
は
具
体
的
に
掲
載
し
て
い

な
い
が
、
今
後
は
予
算
を
説

明
す
る
際
に
補
足
す
る
。

議
員　

突
発
的
な
修
繕
は
、

指
定
管
理
者
と
の
連
携
や
他

の
計
画
と
の
連
動
は
。

町
長　

委
託
料
の
増
加
は
、

開
館
時
間
の
延
長
な
ど
様
々

な
理
由
が
あ
り
増
え
て
い

る
。
そ
の
他
、
経
年
的
な
人

件
費
や
賃
金
単
価
の
上
昇
が

あ
る
。

　

修
繕
料
は
基
準
を
定
め
て

お
り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
軽

微
な
も
の
は
指
定
管
理
料
の

中
で
依
頼
し
て
い
る
。
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解説

　健全化比率とは、地方公共団体の財政状況を客観的に表した指標で「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実
質公債比率」「将来負担比率」４つを「健全化判断比率」とし、法律で定められています。これらが、基準（カッ
コ内の数値）を超えると財政健全化を図ることになります。
※実質公債費比率：栗山町の借金（地方債）の返済額の大きさを財政規模に対する割合で示したもの。  
                                     数字が大きいほど「財政規模に対して返済が多すぎる」ということ。
※将 来 負 担 比 率：栗山町の借金（地方債）など抱えている負債の大きさを財政規模に対する割合で示したもの。
                                     数字が大きいほど「将来負担する負債が多い」ということ。

健全化比率とは

項目 令和２年度 令和元年度

実 質 公 債 費 比 率
１１．７

（２５．０）
１１．４

（２５．０）

将 来 負 担 比 率
５４．１

（３５０．０）
６２．９

（３５０．０）

健全化比率について

決 算 監 査
　財政基盤の堅持と自律的で合理的かつ
　効果的な行政運営を

谷田進太郎 代表監査委員

※「実質赤字比率」と
「連結実質赤字比率」は
本年度・前年度ともに数
値なしのため掲載を省略

（監査委員意見抜粋）

　一般会計の歳入歳出の差引は、１億３，７１９万３，２０１

円の黒字。効率的な予算の執行により事業が進められている。

　公金横領の非違行為により、町民の皆さんの信頼を損なっ

たことは誠に残念な思い。監査委員としても、認識不足をお

詫びし、再発防止に向け監査手法の検討見直しを図る。

恒常的な行政コストの増加による
財政硬直化の解決を

議
員　

決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
通
し
、
各
課
の
連
携
や

情
報
共
有
が
な
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
向
上
を

促
す
に
は
各
課
の
連
携
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
町
長
の
考

え
は
。

齊藤　義崇　議員 

さいとう　　よしたか 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
・
向
上       

下
水
道
事
業
の

改
善
方
針    

議
員　

現
状
の
決
算
に
対
す

る
認
識
と
今
後
の
改
善
方
針

に
つ
い
て
、
栗
山
町
下
水
道

事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
く
町

長
の
見
解
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
、
国
の
繰

出
基
準
に
基
づ
く
一
般
会
計

繰
入
金
と
下
水
道
使
用
料
を

主
な
収
益
と
し
て
経
営
し
て

き
た
が
、
繰
入
金
が
増
加

し
、
町
財
政
を
圧
迫
す
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
可
能
な
限
り
下

水
道
使
用
料
に
よ
る
経
費
の

回
収
を
前
提
と
し
て
、
使
用

料
の
改
定
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
引
き
続
き
経
費
節
減
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長　

効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
っ
て
、
各
課
に
よ
る
情
報

共
有
と
相
互
の
連
携
体
制
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
重
要
施
策

で
は
各
課
横
断
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す

る
な
ど
、
行
政
運
営
を
進
め

て
き
た
。

　

今
後
も
一
層
の
情
報
共
有

を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
・
向
上
に
向
け
た
連
携

体
制
強
化
を
図
る
。

質

疑



9 月 7 日～ 17 日
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９月定例会

職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

　

去
る
８
月
27
日
、
環
境

政
策
課
所
管
の
ご
み
処

理
手
数
料
等
の
収
納
業
務

に
お
き
ま
し
て
、
同
課
配

属
の
22
歳
・
男
性
職
員
に

よ
る
公
金
の
横
領
（
総
額

３
１
７
万
７
千
４
０
０
円
）

が
発
覚
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
重
大
な
非
違
行

為
が
発
生
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
信
頼
を
損
な
う
事
態
と

な
っ
た
こ
と
は　

誠
に
遺
憾

の
極
み
で
あ
り
、
町
政
を
預

か
る
者
と
し
て
、
本
町
の
信

用
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
に
対

し
深
く
反
省
し
、
議
員
の
皆

様
、
町
民
の
皆
様
に
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

行 
政 

報 

告

　

本
事
案
は
、
当
該
職
員
に

よ
る
悪
質
な
非
違
行
為
で
あ

る
も
の
の
、
環
境
政
策
課
に

お
け
る
現
金
出
納
事
務
の
不

適
切
な
管
理
も
要
因
で
あ
り

ま
す
。

　

再
発
防
止
に
向
け
、
早
急

に
管
理
・
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

強
化
と
本
町
の
行
政
執
行
全

体
に
関
わ
る
統
制
及
び
服
務

規
律
の
強
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

関
係
職
員
の
処
分
は
、
８

月
31
日
付
で
、
公
金
横
領
を

行
っ
た
当
該
職
員
は
「
懲
戒

免
職*

」、
直
接
の
監
督
責

任
者
た
る
環
境
政
策
課
長

及
び
同
課
参
与
は
、
減
給

10
％
・
１
ヵ
月
、
建
設
総
括

を
訓
告
と
す
る
処
分
を
決
定

し
ま
し
た
。
な
お
、
８
月
30

日
に
横
領
金
額
の
全
額
が
弁

済
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

刑
事
告
訴
は
行
わ
な
い
考
え

で
す
。

　

重
ね
て
深
く
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
再
発

防
止
策
の
徹
底
と
町
民
の
信

頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

佐々木　学町長

公
金
横
領
受
け

 

町
長
・
副
町
長 

減
給

▼
町
長
及
び
副
町
長
の
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
「
町
職
員
に
よ
る
公
金
の

横
領
」
を
受
け
、
特
別
職
の

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、

本
年
10
月
か
ら
11
月
ま
で
、

町
長
の
給
料
月
額
は
現
行
10

％
の
減
給
に
10
％
を
追
加
し

20
％
、
副
町
長
の
給
料
月
額

は
現
行
５
％
の
減
給
に
５
％

を
追
加
し
て
10
％
の
減
給
と

す
る
。

▼
栗
山
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

　

国
の
方
針
等
に
よ
り
、
個

別
施
設
計
画
の
内
容
を
本
計

画
に
反
映
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
改
定
を
行
う
。

　

概
要
は
、
長
寿
命
化
対
策

に
よ
る
効
果
額
、
財
政
負
担

の
軽
減
・
平
準
化
状
況
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実

施
体
制
な
ど
。 条　

例

質

疑

齊
藤
議
員　

地
域
集
会
施
設

は
、
各
町
内
会
・
自
治
会
が

自
前
で
統
廃
合
や
改
修
を
進

め
て
い
る
が
費
用
の
工
面
が

難
し
い
の
で
、
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

経
営
企
画
課
長　
「
栗
山
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地

域
集
会
施
設
は
町
有
施
設
と

な
っ
て
い
る
が
、
地
域
に
賃

貸
し
て
い
る
施
設
も
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
の
施
設
は
地
域

で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
地
域

集
会
施
設
建
設
補
助
と
し

て
、
新
築
・
増
築
・
改
修
に

つ
い
て
支
援
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
や
会

館
の
老
朽
化
に
よ
り
、
維
持

が
難
し
く
、
解
体
を
含
め
た

支
援
の
相
談
も
い
た
だ
い
て

い
る
。
現
状
、
統
廃
合
に
対

し
支
援
は
な
い
が
、
今
後
多

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

の
で
、
第
７
次
総
合
計
画
の

中
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

補助の対象は新築・増築・改修のみ

* 懲戒免職　…　公務員の懲罰のひとつで強制解雇を指す言葉。    
　　　　　　　  民間企業では「懲戒解雇」となる。
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職員の非違行為が論点となった

討　論

賛　成反　対

鈴木議員　職員の非違行為があったことは明白
である。議会にも責任の一端はあるが、このま
ま認定することは容認できない。
　余談だが、様々な資料を拝見し、経年の推移
をみると、もっと早期に気づくことができたの
では、と考えている。

千葉議員　歳入について、職員の非違行為によ
り 155 万 1 千円が未調定であった。そのため、
決算としては不完全であるため認められない。
　次に、スタートアップ事業について、コロナ
対策という名目ではあるが、企業の一般的な活
動に忖度し行政が補助金を与えているように見
える。以上２点から認定に反対する。

藤本議員　令和２年度決算については決算書に
載っていないところがある、ということは当局
側も認めている。しかし「決算はこれが正解だ」
という意味では、私は認定できない。
　不認定になった場合は、対処方針が示される
ことと思う。今回の事件に関する対処方針とい
うことで、町長も公表されているが、また改め
て、不認定に対する対処方針を示していただき
たい。

議　件　名
結

果

藤

本

大

西

友

成

佐
藤
則

土

井

佐
藤
功

千

葉

三

田

齊

藤

置

田

鈴

木

鵜

川

認定第１号　令和２年度一般会計歳入歳出決算の
認定について

不
認
定

× ○ × ○ ○ ×× ○ × ○ × /

賛
否
の
公
表

　栗山町議会の “ あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第６項に「議会は、重要な議案
に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、議員の活動に対して町民の評価が的確になさ
れるよう情報提供に努めるものとする」と定められています。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案について、掲載しています。
　掲載されていない議案は、すべて全員賛成です。

賛否の公表

解説

※鵜川和彦議員は議長のため採決に加わっていません。

認定第 1 号　一般会計歳入歳出決算の
認定について

※決算審査特別委員会で討論が行われたため、本会議での討論は省略されます。

　ここでは、決算審査特別委員会で行われた討論を掲載します。

三田議員　決算は、予算に基づいて適切に執行
されていた。厳しい状況下にあって収支の均衡
に留意し、効率的に執行がなされたものと認め
られる。コロナ禍において会議が開けない、事
業が中止になるなか、大変苦慮しながらも執行
されている。特に新型コロナウイルス感染症対
策費については迅速に執行されていた。職員の
非違行為について、大変問題であるが、事件後
速やかに、適切に処理された。
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そ
の
他

▼
栗
山
駅
南
交
流
拠
点
施
設

整
備
工
事
の
請
負
契
約

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　

　
　
　

３
億
１
９
０
０
万
円

契
約
相
手

　
　

朝
日
・
松
原
特
定
工
事

　
　
　
　
　
　

共
同
企
業
体

人
事
案
件

▼
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

南
條
宏
氏
の
後
任
と
し
て
、

吉
田
政
和
氏
を
任
命
す
る
。

任
期
：
令
和
３
年
10
月
１
日

　
　

～
令
和
６
年
９
月
30
日

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
、

岡
本
玉
季
氏
（
中
央
）
を
引

き
続
き
選
任
す
る
。

任
期
：
令
和
３
年
10
月
１
日

　
　

～
令
和
７
年
９
月
30
日

その他の補正予算
北海道介護福祉学校特別会計

事業名 補 正 額

老朽化に伴う介護福祉学校学生寮の個室及び共有施設・設備等の改修工事
（各個室の改修・浴室及び脱衣室の改修・玄関及びランドリー室への収納棚増設など）

1,213 万円

予算を追加した主な事業
事業名 補 正 額

ふるさと応援寄附事業
（寄附件数増が見込まれることから、運搬料やシステム使用料等の必要経費を追加する）

9,907 万円

栗山駅南交流拠点施設整備事業
（第２期ものづくりＤＩＹ工房運営支援員（地域おこし協力隊２名）の採用及び活動支援）

452 万円

新型コロナワクチン接種協力開業医に対する支援金
（８月以降の休診日分の協力に対する支援金を追加） 222 万円

栗山小学校施設整備　（体育館の照明部品交換に係る修繕料・学校敷地内の防犯灯設置工事） 43 万円

補正予算￥
2 億 9,292 万円　追加　　令和３年度予算総額　95 億 2,816 万円         

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

オンラインイベントにも参加し、ＰＲを続けている

質

疑

三
田
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
推
移
は
。
ま
た
、
例
年

と
比
べ
て
ど
う
か
。

経
営
企
画
課
長　

８
月

末
現
在
、
４
１
１
１
件
・

７
４
３
１
万
２
２
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
同

時
期
は
、
８
２
３
９
件
・

１
億
１
２
２
４
万
円
な
の

で
、
単
純
比
較
で
は
、
昨
年

度
の
70
％
程
度
と
な
っ
て
い

る
。

　

要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

寄
附
経
費
の
増
加
に
伴
う
寄

附
額
の
見
直
し
が
あ
る
。
今

年
の
実
施
方
針
と
し
て
は
、

そ
れ
を
見
越
し
、
申
し
込
み

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
４
つ

増
や
し
、
全
部
で
５
つ
の
窓

口
で
、
新
た
な
寄
附
の
獲
得

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。



道路整備は徐々に進んでいる
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意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
中
で
、
地
方
財

政
は
巨
額
の
財
源
不
足
が
避

け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
も
と
よ
り
、
地
方
創
生
、

雇
用
対
策
等
へ
の
対
応
に
迫

ら
れ
て
お
り
、
地
方
税
財
源

の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
事
項
を
強

く
要
望
す
る
。

１
．
令
和
４
年
度
以
降
３
年

間
の
地
方
一
般
財
源
総
額
を

十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
固
定
資
産
税
の
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し

は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ

と
。
ま
た
、
特
例
措
置
は
期

限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に

終
了
す
る
こ
と
。

解説

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめた書類のこと。地
方自治法第 99 条で「普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。」と定められています。
　今回、議会で決定された意見書は、内閣総理大臣等に宛てて提出されます。

「意見書」とは？

【
要
旨
】

　

近
年
道
内
に
お
い
て
も
、

９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
、

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
傾
向

に
あ
る
。

　

今
後
は
、
平
常
時
・
災
害

時
を
問
わ
な
い
北
海
道
を
支

え
る
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

に
資
す
る
社
会
資
本
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

が
、
地
方
財
政
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
必
要
予
算
を
安
定
的

か
つ
継
続
的
に
確
保
す
る
こ

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

３
．
固
定
資
産
税
の
負
担
調

整
措
置
は
、
令
和
３
年
度
限

り
と
す
る
こ
と
。

４
．
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に

つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は
断

じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５
．
炭
素
に
係
る
税
を
創
設

又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は
地

方
贈
与
税
と
し
て
地
方
に
税

源
配
分
す
る
こ
と
。

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
公
共
事
業
関
係
予
算
の

所
要
額
を
確
保
し
、
地
域
の

実
態
に
鑑
み
重
点
配
分
す
る

こ
と
。

４
．
高
規
格
道
路
の
機
能
強

化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
重

要
物
流
道
路
の
更
な
る
指
定

を
図
る
こ
と
。

７
．
道
路
の
維
持
管
理
に
活

用
可
能
な
交
付
金
制
度
を
創

設
し
、
地
方
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
。

８
．
除
排
雪
に
必
要
な
予
算

を
確
保
し
、
除
雪
機
械
等
の

更
新
・
増
強
に
対
す
る
財
政

支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

10
．「
流
域
治
水
」
の
取
組

に
必
要
な
財
政
支
援
を
更
に

強
化
す
る
こ
と
。

  ※
要
望
項
目
２
、 

３
、 
５
、

　
　
　

６
、 

９
、
11
は
割
愛

出来事・話題
T o p i c s

　６月１７日、原水爆禁止栗山協議会・国民運動に取り組む栗山連絡会・
新日本婦人の会栗山支部・戦争させない市民の風南空知栗山支部との一
般会議を開催し、核兵器禁止条約について意見交換を行いました。

一般会議
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2

3

今回、議会改革の取組みとして、「１．通年議会の導入」「２．文書質問の導入」「３．委員会代表質問の導入」を行います。
ここでは、取組内容の概要について紹介させていただきます。パブリックコメントも実施しますので、お気軽にご意見をお寄せください！

議会改革は、つづく。

1 通年議会の導入

文書質問の導入

委員会代表質問の導入

　議会は、本会議が開かれている間（会期中）だけ活動することができます。現在の議会運営は、限られた
会期日数のもと、町から提案された議案を審査することにとどまっています。通年議会を導入することで、
議会がいつでも活動できる状態となります。緊急事案が発生したときなど、議会が主体的・機動的に活動で
きるようになり、議会の機能を強化することができます。

【通年議会とは？】会期を１年間に設定し、いつでも本会議を開くことができる状態にすること。

　議員が町長の政治的な見解に関して質問できるのは、本会議で行う口頭の質問（一般質問・緊急質問）に
限られていました。しかし、社会情勢の変化により、町長の政治的な見解を問う場面が増えています。そこで、
文書による質問を導入することにより、時期を逃さず町長の見解を問えるようになり、議会の機能向上につ
ながります。　

【文書質問とは？】町長の見解を問う場合は、本会議で行う口頭の質問（一般質問・緊急質問） 
                                                ではなく、 文書で行うもの。

　現在、常任委員会では、①町の事務に関する調査、②委員会に審査が託された議案の審査、を主に行って
います。①については、調査の概要を本会議で報告するにとどまっていました。委員会代表質問を導入する
ことにより、本会議の場で町長の見解を問えるようになり、委員会の機能強化を図ります。　

【委員会代表質問とは？】本来、町長の見解を問うために、議員が１人で行う一般質問・緊急質問を
                                                                 委員会の代表者として行うもの。
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解説

　公的な機関が規則や命令などを制定するときに、町民など広く公に対し、意見・情報・改善案などを求める手続きのこ
とを言います。（通称、パブコメ）
　栗山町では、対象となる計画や条例、実施方法、意見の提出期間などが「栗山町パブリックコメント手続実施要綱」で
定められています。議会は、この要綱の対象となる機関ではないため、独自の方法で実施しています。

「パブリックコメント」とは？

日 に ち 場　所 班

１１月５日 ( 金 ) カルチャープラザ
「Ｅｋｉ」

１１月９日 ( 火 ) 角田農村環境
改善センター

１１月１０日 ( 水 ) 南部公民館

時　間
（全日共通） 　① 10：00 ～ 12：00　② 13：00 ～ 15：00　③ 18：00 ～ 20：00

パブリックコメント実施日程一覧
　下記の日にち・場所・時間に議員が滞在します。お気軽にご意見をお寄せください。

　また、ご意見は議会事務局への FAX・メールでも受付しています。

  期　間：11 月 1 日（月）～ 11 月 10 日（水）
  ＦＡＸ：0123-72-1233　
  メール：gikai-jimukyoku@town.kuriyama.hokkaido.jp

佐藤則男 議員 鈴木千逸 議員 齊藤義崇 議員 鵜川和彦 議長

千葉清己 議員 置田武司 議員藤本光行 議員 友成克司 議員

大西勝博 議員 三田源幸 議員佐藤功 議員土井道子 議員

栗山町議会
公式 Facebook　QR

　Facebook では、定例会・臨時会の情報以外にも、議会で行った会
議の情報も発信していきます。
　また、少しでも議会を身近に感じてもらうため、動画や写真も投稿
していきますので、いいね・フォローお待ちしております！

栗山町議会公式 Facebook を開設しました！



町政の ここが聞きたい
５議員が一般質問

千葉　清己 議員

佐藤　  功 議員
Ｑ１．介護保険の負担増に対する支援策は　Ａ．国へ働きかける
Ｑ２．介護人材確保策の進捗状況は　　　    Ａ．人材育成支援を検討

Ｑ１．定年延長に向け、条例改正の時期は　Ａ . 令和４年９月を予定

くりやまぎかいだより№ 169 12

土井　道子 議員

Ｑ１．図書宅配サービスの拡充を
     Ａ．利用促進に向け周知図る

鈴木　千逸 議員

齊藤　義崇 議員

Ｑ１．国道２３４拡幅計画の進捗は
　Ａ．関係市町と連携し、
　　　　　　　　要望活動を進める

第 7 回定例会一般質問
録画配信 QR

Ｑ１．屋外スポーツの
　　　　　　　冬季練習環境整備を

　Ａ．環境充実へ向け検討する

Ｑ２．子どもたちに芸術への接点を
　Ａ．様々な取り組みを検討する
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Ａ：令和４年９月定例会を予定

定
年
延
長

議
員　

本
年
６
月
４
日
に
公

務
員
定
年
延
長
の
改
正
法
が

成
立
し
、
公
務
員
の
定
年
は

令
和
５
年
度
よ
り
２
年
ご
と

に
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
ら

れ
、
令
和
13
年
度
に
は
定
年

は
65
歳
に
な
る
。

　

こ
れ
は
町
職
員
に
も
適
用

町
長　

本
年
６
月
11
日
「
地

方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
の
公
布
に
よ

り
、
地
方
公
務
員
の
定
年

は
、
令
和
５
年
度
よ
り
、
２

年
に
１
歳
ず
つ
65
歳
ま
で
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

本
町
で
も
、
令
和
５
年
４

月
の
法
施
行
に
向
け
、
組
織

活
力
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

関
連
条
例
等
の
改
正
を
進
め

る
。

①
「
役
職
定
年
制
」
を
含
む

組
織
・
人
事
等
に
関
わ
る
制

度
の
検
討
、
職
員
組
合
と
の

協
議
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年

９
月
の
定
例
会
を
目
途
に
、

提
案
を
予
定
し
て
い
る
。

②
令
和
５
年
度
以
降
、
２
年

ご
と
に
、
定
年
退
職
者
が
い

な
い
年
度
が
発
生
す
る
が
、

毎
年
度
の
新
規
採
用
を
見
込

ん
だ
と
と
し
て
も
、
現
行
の

定年延長に関連し、能力に基づく適切な人事管理が課題となっている

　Ｑ：条例改正の時期は                   

さ
れ
、
60
歳
を
超
え
た
年
度

か
ら
管
理
職
は
一
般
職
に
配

置
換
え
に
な
り
、
給
与
も

70
％
ま
で
減
額
さ
れ
る
事
と

な
っ
た
。

　

具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て

は
今
後
、
職
員
組
合
と
の
協

議
が
必
要
と
思
う
が
、
次
の

千葉清己 議員

点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
栗
山
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
改
正
は
い
つ
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

②
栗
山
町
職
員
定
数
条
例
は

変
更
が
あ
る
の
か
。

③
役
職
定
年
の
例
外
で
あ
る

特
例
任
用
は
あ
る
か
。

④
管
理
職
か
ら
一
般
職
に
配

置
換
え
に
な
っ
た
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

職
員
数
上
限
に
は
達
し
な
い

見
込
み
で
あ
る
の
で
、
改
正

の
必
要
は
な
い
。

③
特
別
な
知
識
・
技
能
を
要

す
る
施
策
の
継
続
に
あ
た

り
、
欠
員
補
充
が
困
難
な
状

況
が
あ
る
な
ど
、
町
政
の
停

滞
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
例
外
と
し
て
「
特
例

任
用
」
が
必
要
と
な
る
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。

④
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
・
意
向
を

し
っ
か
り
把
握
で
き
る
機
会

を
設
け
、
個
々
の
ス
キ
ル
が

活
か
せ
る
部
署
へ
の
配
置
を

行
う
よ
う
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
維
持
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
る
。



町
長　

①
前
年
度
の
認
定
者

数
１
８
５
人
中
、
預
貯
金
額

の
改
正
の
影
響
を
受
け
る
の

は
12
名
、
食
費
の
利
用
者
負

担
限
度
額
の
改
正
に
よ
り
影

響
を
受
け
る
の
は
51
名
と

な
っ
て
い
る
。

②
本
制
度
は
国
の
制
度
に
基

づ
い
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を

図
る
観
点
か
ら
町
独
自
の
支

援
策
は
考
え
て
い
な
い
が
、

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
は
、

国
に
対
し
て
継
続
し
て
要
望

し
た
い
。

　Ｑ：負担増に対する支援策は                   

Ａ：国に対し継続して要望する

介
護
保
険

議
員　

介
護
保
険
法
が
「
介

護
の
社
会
化
」
等
を
目
的
と

し
て
施
行
さ
れ
、
20
年
が
経

過
し
た
。
今
年
４
月
に
介
護

報
酬
の
改
定
、
利
用
料
や
介

護
保
険
施
設
等
の
食
費
が
値

上
げ
さ
れ
、
８
月
１
日
か
ら

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
介
護
保
険
施
設
を
利
用

す
る
低
所
得
者
に
対
し
、
食

事
代
や
部
屋
代
を
補
助
す
る

「
補
足
給
付
」
の
支
給
要
件

が
厳
し
く
な
り
、
一
定
の
収

入
や
資
産
の
あ
る
人
は
補
助

が
受
け
に
く
く
、
介
護
報
酬

の
改
定
と
併
せ
て
、
利
用
者

や
家
族
に
影
響
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
町
長
に
伺
う
。

①
「
補
足
給
付
」
の
支
給
要

件
変
更
で
、
影
響
を
受
け
る

人
数
は
。

②
利
用
者
や
家
族
の
負
担
が

増
え
て
も
、
特
養
な
ど
の
介

護
保
険
施
設
を
利
用
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
支
援
策
を
考

え
て
い
る
か
。
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制度変更の影響を受ける方も少なくない

佐藤功 議員

議
員　
「
第
８
期
栗
山
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
策
定

に
あ
た
り
、
令
和
７
年
に

３
０
０
人
以
上
の
介
護
人
材

が
必
要
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
推
計
を
受
け
「
介

護
人
材
確
保
連
絡
会
議
」
や

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

町
長　

介
護
人
材
の
確
保
は

全
国
的
に
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
、
町
内
20
の
介
護
事

業
所
に
調
査
を
し
た
が
、
全

て
の
事
業
所
が
人
材
不
足
と

の
回
答
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
介
護
人
材
の
需
給

推
計
試
算
で
は
、
令
和
７
年

に
は
65
名
、
令
和
22
年
で
は

89
名
が
不
足
と
い
う
結
果

だ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
、

人
材
確
保
の
対
策
を
協
議
す

る
た
め
、
町
、
教
育
委
員
会
、

                   　
Ｑ
：
確
保
策
の
進
捗
状
況
は

Ａ
：
人
材
育
成
の
支
援
策
を
検
討

介護人材

介
護
福
祉
学
校
、
町
内
事
業

所
等
に
よ
り
「
栗
山
町
介
護

人
材
確
保
連
絡
会
議
」
を
設

立
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
具
体
的
な
方
策
は
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
。

　

各
事
業
所
で
は
介
護
職
員

確
保
の
た
め
の
奨
学
金
制
度

や
資
格
が
な
く
て
も
働
け
る

職
場
づ
く
り
等
が
進
め
ら
て

い
る
。

　

町
と
し
て
は
平
成
30
年
度

と
令
和
元
年
度
に
「
栗
山
町

生
活
支
援
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修
」
を
実
施
し
た
。

　

今
後
は
介
護
人
材
確
保
連

絡
会
議
等
の
議
論
を
踏
ま

え
、
町
民
が
介
護
福
祉
に
関

心
を
持
つ
よ
う
な
取
り
組
み

や
、
介
護
人
材
育
成
の
た
め

の
支
援
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
介
護
従
事
者
の
養

成
、
定
着
、
一
層
の
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て

要
望
し
た
い
。

を
発
足
し
、
介
護
人
材
確
保

策
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ

こ
で
、「
介
護
人
材
確
保
連

絡
会
議
」
と
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
そ
れ
ぞ
れ
の
進

捗
状
況
及
び
そ
こ
で
検
討
さ

れ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て
伺

う
。
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図
書
館 Ａ：利用促進に向け、周知を図る

　Ｑ：図書宅配サービスの拡充を                  

議
員　

日
本
の
公
共
図
書
館

が
、
だ
れ
で
も
図
書
館
に
親

し
め
る
「
市
民
の
図
書
館
」

活
動
を
展
開
し
て
、
50
年
以

上
が
経
過
し
た
。

　

し
か
し
、
長
い
年
数
を
か

け
て
親
し
ん
だ
図
書
館
に
通

う
こ
と
が
困
難
な
利
用
者

が
、
多
く
な
っ
て
い
る
の
も

現
在
の
実
情
だ
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
年
々

高
齢
化
率
が
高
く
、
ま
た
自

動
車
運
転
免
許
証
を
返
上
し

た
住
民
も
多
く
、
外
出
な
ど

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と

の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

高
齢
に
な
っ
て
歩
く
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
て
も
、
知
的

関
心
は
一
層
高
ま
り
、
生

涯
、
社
会
に
関
わ
り
な
が
ら

生
き
て
い
く
人
は
多
数
い

る
。

　

そ
こ
で
、
安
心
し
て
読
書

な
ど
を
楽
し
み
、
図
書
館
利

用
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

①
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
、
図
書
館
に
来
る
こ
と
が

宅配サービスの申請は代理の方でも行うことができる

土井道子 議員

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

教
育
長　

①
栗
山
町
図
書
館

条
例
施
行
規
則
第
８
条
で

は
「
町
内
に
居
住
す
る
登
録

者
で
、
身
体
の
障
が
い
等
に

よ
り
直
接
図
書
館
を
利
用
で

き
な
い
場
合
は
、
申
し
込
み

に
よ
り
図
書
館
に
お
い
て
郵

送
に
よ
る
図
書
の
貸
出
し
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。
本
規
定
に
基
づ

き
、
障
が
い
者
手
帳
の
所
持

者
に
限
ら
ず
、
様
々
な
身
体

の
状
況
に
よ
り
図
書
館
に
来

る
こ
と
が
困
難
な
町
民
で
も

郵
送
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
図
書

貸
出
が
可
能
で
あ
る
。
今

後
、
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
町
広
報
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
周

知
を
図
る
。

②
現
在
「
泉
徳
苑
」
と
日
赤

病
院
は
図
書
館
の
本
を
利
用

し
た
「
施
設
文
庫
」
を
設
置
。

入
居
者
、
入
院
者
は
自
由
に

図
書
を
借
り
る
事
が
で
き

る
。
図
書
館
に
来
る
事
が
困

困
難
な
町
民
に
、

障
が
い
者
手
帳
な

ど
が
な
く
て
も
、

図
書
の
宅
配
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

②
高
齢
者
施
設
の

入
居
者
や
病
院
に

入
院
し
て
い
る
人

へ
も
宅
配
で
き
な

い
か
。

③
高
齢
者
向
け
の

読
み
聞
か
せ
や
朗

読
会
を
開
催
で
き

な
い
か
。

難
な
方
々
も
申
し
込
み
に
よ

り
、
郵
送
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

図
書
貸
出
が
可
能
で
あ
る
。

同
様
に
周
知
を
図
る
。

③
高
齢
者
向
け
の
読
み
聞
か

せ
等
の
事
業
が
で
き
る
よ

う
、
資
料
の
整
備
、
実
施
方

法
の
検
討
を
進
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
も
連
携
し
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。



教
育
長　

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の

冬
期
間
に
お
け
る
練
習
環
境

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

各
利
用
団
体
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
対
応
し
て
い

る
。

　

野
球
は
バ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル

を
使
用
し
た
室
内
練
習
に
制

限
が
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の

団
体
に
よ
る
予
約
が
あ
る
た

め
、
十
分
な
利
用
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
近
年
は
一
定

条
件
の
上
で
許
可
を
行
っ
て

き
た
。

　

し
か
し
、
技
術
の
向
上
や

用
具
の
品
質
向
上
な
ど
か

　Ｑ：冬季の練習環境の整備を                   

Ａ：環境の充実に向け、検討進める

ス
ポ
ー
ツ

議
員　

７
月
15
日
、
第
１
回

栗
山
高
校
女
子
硬
式
野
球
部

設
立
準
備
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
栗
山
高
校
の
生
徒
募
集

に
つ
い
て
一
つ
の
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
７
月
に
徳
島
県
阿

南
市
で
開
催
さ
れ
た
「
野
球

の
ま
ち
阿
南
少
年
野
球
全
国

大
会
」
に
出
場
し
た
栗
山

ロ
ッ
キ
ー
ズ
が
見
事
全
国
３

位
と
い
う
好
成
績
を
収
め

た
。

　

手
弁
当
で
指
導
を
さ
れ
て

い
る
監
督
さ
ん
や
コ
ー
チ
の

皆
様
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
努
力
の
結
果

だ
と
思
う
。

　

本
年
度
の
教
育
行
政
執
行

方
針
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
活
動
支
援
な
ど
を
通
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。」
と
あ
る
が
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、

野
球
を
は
じ
め
と
す
る
屋
外

ス
ポ
ー
ツ
の
冬
季
間
の
練
習

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
教
育

長
の
考
え
を
伺
う
。
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様々な方々がスポーツセンターを利用している

                   

Ｑ
：
子
ど
も
た
ち
に
接
点
を

Ａ
：
様
々
な
取
組
を
検
討

芸術文化議
員　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
れ
ば
、
陶
芸
家
、
木
彫

作
家
、
書
家
、
家
具
作
家
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
キ
ャ

ン
ド
ル
作
家
、
銅
版
画
作

家
、
ガ
ラ
ス
作
家
等
文
化
芸

術
を
生
業
と
な
さ
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
数
お
い

で
だ
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
作
家
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
、
町
内
に
あ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
活
用
し
、

栗
山
町
の
子
ど
も
た
ち
に
文

化
芸
術
の
接
点
を
提
供
す
る

役
割
を
行
政
が
果
た
せ
な
い

か
と
思
う
が
、
教
育
長
の
考

え
を
伺
う
。

教
育
長　

町
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
町
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ

あ
う
こ
と
の
で
き
る
施
設
と

し
て
有
効
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
作
品

展
示
等
が
見
合
わ
せ
と
な
っ

て
い
た
が
、
徐
々
に
再
開
さ

れ
て
き
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

子
ど
も
た
ち
も
対
象
と
し

た
工
房
体
験
教
室
な
ど
を
通

じ
て
、
芸
術
文
化
に
触
れ
あ

う
機
会
の
提
供
を
行
っ
て
い

る
。今
後
も
、各
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
も

ち
ろ
ん
、
小
中
学
校
に
お
け

る
作
品
展
示
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

ら
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
や

天
井
に
ボ
ー
ル
が
頻
繁
に
飛

び
込
む
よ
う
に
な
り
、
野
球

少
年
団
が
利
用
す
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
同
様
の
使
用
許
可

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
考

え
て
い
る
。

　

冬
期
に
向
け
、
各
利
用
団

体
と
も
話
し
合
い
、
施
設
利

用
の
ル
ー
ル
を
作
り
、
そ
の

ル
ー
ル
に
沿
っ
た
利
用
許
可

を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
冬
期
間
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
に
向

け
た
検
討
を
進
め
る
。

鈴木千逸 議員
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町
長　

①
道
路
拡
幅
の
手
法

と
し
て
は
、
国
道
２
３
４
号

に
お
い
て
、
右
折
レ
ー
ン
が

な
い
所
な
ど
地
域
の
声
に
よ

る
７
か
所
の
事
故
危
険
区
間

が
あ
る
が
、
こ
の
７
つ
の
交

差
点
を
拡
幅
改
良
し
、
将
来

的
に
は
、
そ
れ
を
一
気
に
繋

げ
４
車
線
化
し
て
い
く
と
い

う
手
法
が
、
町
と
北
海
道
開

発
局
と
の
間
で
擦
り
合
わ
せ

し
て
い
る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
再
度
要
望
さ
れ

る
時
期
」
に
つ
い
て
だ
が
、

空
知
地
方
総
合
開
発
期
成
会

国
道
２
３
４

Ａ：関係市町とも連携し、要望進める

　Ｑ：拡幅計画の進捗状況は                  

議
員　

栗
山
町
の
経
済
発
展

と
産
業
活
動
の
維
持
に
は
、

道
路
に
つ
い
て
の
改
修
や
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
中
心
に
は
、
岩
見

沢
市
か
ら
苫
小
牧
市
を
南
北

に
貫
く
、
国
道
２
３
４
号
線

が
あ
り
、
栗
山
町
の
縦
断
す

る
本
国
道
は
片
側
１ 

車
線

で
あ
る
。
国
道
拡
幅
計
画
に

つ
い
て
現
時
点
で
次
の
３
つ

の
視
点
で
進
捗
状
況
と
併
せ

て
、
そ
の
お
考
え
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。

① 

要
望
す
る
具
体
的
な
拡

幅
工
事
プ
ラ
ン
の
概
要
と
再

度
要
望
さ
れ
る
時
期
に
つ
い

て
。

② 

期
成
会
の
設
立
や
そ
の

具
体
的
な
活
動
内
容
や
要
望

折
衝
の
方
法
に
つ
い
て
。

③ 

近
隣
市
町
と
の
連
携
の

方
法
、
時
期
、
活
動
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
。

国道はトラックなど大型車両の走行も多い

齊藤義崇 議員

に
お
い
て
は
、
例
年

６
月
に
札
幌
要
望
と

し
て
北
海
道
開
発
局

な
ど
、
７
月
に
は
中

央
要
望
と
し
て
国
土

交
通
省
や
関
係
機
関

な
ど
へ
の
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

②
今
般
、
関
係
団
体

よ
り
期
成
会
設
立
の

要
請
が
あ
り
、
先
月

の
８
月
31
日
に
は
、

「
国
道
２
３
４
号
整

備
促
進
期
成
会
設
立

発
起
人
会
」
が
開
催

議会中継をご自宅で見ることができます

議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

さ
れ
、
設
立
に
向
け
た
タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
は
良
い
時
期

と
考
え
て
い
る
。
活
動
内
容

と
し
て
は
、
国
、
北
海
道
並

び
に
そ
の
他
関
係
機
関
に
対

す
る
要
望
活
動
や
、
情
報
交

換
、
機
運
を
高
め
る
た
め
の

啓
発
活
動
な
ど
を
想
定
し
て

い
る
。

　

要
望
折
衝
方
法
に
つ
い
て

期
成
会
と
し
て
は
、
中
央
省

庁
や
出
先
機
関
、
道
内
選
出

の
国
会
議
員
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

③
関
係
す
る
岩
見
沢
市
、
由

仁
町
と
と
も
に
１
市
２
町
に

お
け
る
連
携
し
た
期
成
会
設

立
が
近
い
将
来
必
要
と
考
え

て
い
る
。.

　

ま
ず
は
、
栗
山
町
に
お
い

て
期
成
会
を
設
立
し
整
備
促

進
の
機
運
を
さ
ら
に
高
め
て

行
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
広
域
的
な
期

成
会
設
立
を
目
指
し
、
１
市

２
町
が
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。



12 月定例会の開会日

月　　 日～12 14

議会の予定

議会の予定は変更になる場
合があります。議会事務局
または議会ホームページで
ご確認ください。

議会に行こう！
は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さん
の選んだ議員の活動や町
政の方針などを、ぜひご
覧ください。
会議当日の受付で傍聴で
きますので、役場旧庁舎
３階の傍聴席入口までお
越しください。

傍聴
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ひ と こ と

表紙の一枚！
一
球
入
魂
！　

明
日
に
投
げ
よ
う
！

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

千
葉
清
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
場
所
：
栗
山
小
学
校
）

　

　栗山町へ転居して２８年。栗山町の良いところは行政が町民の
声を直接聞く２ウェイ方式が素晴らしいと思います。まちづくり
懇談会や議会報告会に参加し話を聞き、私なりに意見を述べるよ
う勉めています。
　前々回、参加した懇談会では参加者の一人から「町からの回覧
板の配布に多くの苦労があり改善を。」と意見がありました。そ
の意見に対して私は一つの方法としてＳＮＳを活用して町民への
通知方法を増やしてはどうかと提案をしました。最近の町広報に
はＱＲコードが掲載されて町のホームページや関係機関にアクセ
スできるようになっています。私の拙い意見をとりあげていただ
いたものと思っています。
　前回の懇談会では栗山町への移住対策として「茨城県境町の例
をとおして専門講師を配備して豊かな語学教育を。」と意見を述
べました。更に境町では町民の移動交通手段として、国の法律が
整備されていないため運転手付きですが、ＡＩの町営バスが効率
的に運行されています。
　識者はコロナ禍を通してこれからの時代、都市集中型から地方
分散型の社会になると予測しています。
　栗山町のホームページの「町の話題」は現在、画像と説明文で
すが、動画で配信して説明を町内の児童、生徒に英会話で話して
いただき日本語の字幕をつけることができないかと思っていま
す。「子どもたちの笑顔輝く栗山町」「豊かな教育の提供」は移住
希望者の魅力になるに違いないと思っています。

12 月 10 日（金） 議会運営委員会
12 月 14 日（火） 第10 回議会定例会
　※いずれも 9時 30 分開会予定です

　「地方分散型社会に向けて」　　　　　
　    　　　　　丸山　 稔 さん（朝日４）

   まるやま       みのる

ホームページ QR


